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Eユキ 安房 直子/作，山本 孝/絵 （偕成社） 

さんしょっ子 
E サン 安房 直子/作，いもと ようこ/絵 （小峰書店） 

ひめりんごの木の下で 
E ヒメ 安房 直子/文，伊藤 正道/絵 （クレヨンハウス） 

山のタンタラばあさん 
E ヤマ 安房 直子/作，出久根 育/絵 （小学館） 

みどりのはしご 
E ミト 安房 直子/作，黒井 健/絵 （復刊ドットコム） 

花のにおう町 
913 ア 安房 直子/作，味戸 ケイコ/画 （岩崎書店） 

花豆の煮
に

えるまで 
913 ア 安房 直子/作，味戸 ケイコ/絵 （偕成社） 

すずをならすのはだれ 
913 ア 安房 直子/作，葉 祥明/絵 （ＰＨＰ研究所） 

きつねのゆうしょくかい 
913 ア 安房 直子/作，菊池 恭子/絵 （講談社） 
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 こ ち ら の 本 も よ ん で み て ね  ! 

安房
あ わ

直子
な お こ

 （1943 年～1993 年） 

児童
じ ど う

文学作家。東京都生まれ。 

やさしさあふれるファンタジーを書き続
つづ

け、 

子どもから大人まで幅
はば

広い読者がいます。 

『風のローラースケート』で新美
に い み

南吉
なんきち

児童
じ ど う

文学
ぶんがく

賞
しょう

を受賞
じゅしょう

。 

参照 『新・こどもの本と読書の事典』 



 

 

 
うさぎのくれたバレエシューズ   みどりのスキップ 

女の子は、バレエが上手になりたいとおねがいしました。 

ある朝、バレエシューズが「山のくつや」から送られてきまし 

た。はくと体が軽くなり、ふしぎなことが起こります。 

さくらの下にいた花かげちゃんを、すきになったみみずく。 

花かげちゃんが消えないようにと、林に目を配ります。ところが 

「トット トット トット」とみどりのスキップの足音がして…。 

E ウサ 安房 直子/文，南塚 直子/絵 （小峰書店） 913 ア 安房 直子/作，出久根 育/絵 （偕成社） 

     まほうのあめだま  おしゃべりなカーテン 

ねこのチローは、大すきなみほこちゃんとはなればなれ。 

おかし屋のおばあさんは、元気のないチローにみほこちゃん 

に会える「まほうのあめだま」をあげます。 

おばあさんが、カーテン屋さんをはじめました。部屋の真ん中 

にミシンをおいて、カタカタカタ。海の色のカーテン、歌声の 

聞こえるカーテン。すてきなカーテンを作ります。 

E マホ 安房 直子/作，いもと ようこ/絵 （佼成出版社） 913 ア 安房 直子/作，河本 祥子/絵 （講談社） 

 

きつねの窓
ま ど

 

  
  コンタロウのひみつのでんわ 

「ぼく」が山で道にまよったとき、青いききょうの花畑で 

目の前を子どもの白ぎつねが横切りました。 

「ぼく」は、あとを追うのですが…。 

おじいさんのふとんやに「春のふとん」を買いに来た男の子は 

きつねの子どもでした。仲良くなった、子ぎつねとおじいさんを 

つなぐ、ふしぎな電話のひみつとは…。 

E キツ 安房 直子/文，織茂 恭子/絵 （ポプラ社） 913 ア 安房 直子/作，田中 槙子/絵 （ブッキング） 

 

くまの楽器
が っ き

店 

  
  風のローラースケート 

野原の真ん中に、くまのがっき店「ふしぎや」がありました。 

やって来るのは、かわいい男の子や元気のないおじさん。 

みんな、ふしぎながっきで、すてきな気持ちになります。 

とうげのもへい茶屋のあたりは、動物が人をたずねてきます。 

「山の住人」たちのふしぎな交流が、おいしそうな食べ物ととも 

に美しくつづられています。 

E クマ 安房 直子/作，こみね ゆら/絵 （小学館）  913 ア 安房 直子/作，小沢 良吉/画 （福音館書店） 


